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図14　電子掲示板の意見交換の画面
〈第5時〉振り返る活動②
本時は，2回目の話し合いの様子について，ビデオ録画を見て振り返った。その後，ペ
アグループごとに「応じて話す力」を使って話し合うことができていたかどうか，電子掲
示板上で意見交換を行った。第3時と同様に時間を区切り，児童は2人で交替してパソコ
ンを使った。電子掲示板上での意見交換は，図14のような画面で行った。
児童は，電子掲示板上で意見交換をして，学んだことや気づいたこと，「応じて話す」こ
とについて深めた自分の考えを話し合いカード④にまとめた。児童が話し合いカード④に
書いた内容の一部を図15に示す。
〔電子掲示板で意見交換をして，学んだことや気づいたこと〕
〔児童Aイ〕ぼくが目標にしていた「話し手の発言と比べて自分の意見や考えを話す」
ことができたと思います。
〔児童Dウ〕質問の答えに対して，質問・反論すると，話し合い（応じて話す）がよく
進むと思う。応じて話す力ができていない人は，反論や質問がなくなってしまい，話
が進まないという意見が多かった。
〔児童Eオ〕ぼくは，前の話し合いよりはっきりと話すことができたということを書き
込んでくれた人がいて，みんなに向かって話せばいいことがわかったので，これから
は，発言と比べて自分の意見を言うことをしたいと思います。
〔児童Fア〕ぼくは，「応じて話す」ことが少ししかできていないので半分以上の「応
じて話す」がしっかりできるようにしたい。
図15　児童が話し合いカード④に書いた内容
7．4　第4次　自己認識（1時間）
第4次の学習指導は，児童が学習全体を振り返って話し合いについて学んだことを認識
し自己の成長を自覚することを目標に，話し合い学習のまとめを行った。
まず，第2次第1時に話し合い学習が終わるまでの課題としておいた図10の「話し合う
力」の3つの柱の1つ目の要素について話した。図10の空欄に入る言葉を予想させると，
「心」「気」などの「情」と近い意味の言葉が出された。図16のように空欄に情意的要素
の「情」と話し合いに対する「関心・意欲・
態度」を入れ，「話し合う力」の大切な要素
であることを児童に確認した。
次に，「応じて話す」ために必要な思考力
についてまとめた。話し合いの中で友
達の意見に反対意見を述べることができな
いという児童や，話し合い後の振り返りの
中に，自分の意見を反対されるのはいやだ
という感想を書いた児童がいたことから，
批判的思考の大切さについて強調して指導
した。さらに，「聞く力」と「話す力」の関
係図を使って，「応じて話す」ための聞き方，
話し方について確認した。
その後，話し合い学習全体を振り返って，
ふ　技情
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図16　「話し合う力」
自分や友達，「応じて話す」こと，「話し合い」
について，分かったことや成長したと思うことを学習カード③にまとめさせた。これまで
に使った学習カードや評価カードを見て，以前の考えや思いと比べながら振り返るように
した。これと並行して，電子掲示板を使って，自分が学んだことや成長したと思うことに
ついて友達と意見交換を行わせた。児童は，友達の学びや成長を知ることにより，さらに
自分の考えを深めることができた。
8　まとめと課題
本研究では，小学校国語科の話し合い学習指導において，児童の「応じて話す力」を育
てるため，社会的構成主義の考えに基づいた学習の流れで授業を計画し，認知科学のスキ
ーマ理論を取り入れた新しい学習方法を組み込んで授業実践を行った。
授業実践の結果，得られた知見を以下にまとめる。
・図5に示した話し合い学習の流れにより，話し合いが苦手な児童も学習に参加し，話
し合うことの意義を認識し，話し合いに対する意識を高めることができた。
・「応じて話す力」を図6のような「聞くこと」と「話すこと」のスキーマで捉えたこと
により，話し合いで何を話してよいか分からない児童や，話し手の発言に関連したこ
とを話せない児童の思考を助け，話し合いでの発言を支援することができた。
・「聞くこと」と「話すこと」のスキーマをもとに，児童が自分にとって必要な話し合う
力を明確にし，それを身に付けることを目的に学習を行うことができた。
・「聞くこと」と「話すこと」のスキーマを形成するために考案した図7のワークシート
は，話し合いでの発言内容をつくり出す思考過程と結びつけた点が画期的であるが，
スキーマをより確かに形成できるものに改良する必要がある。
・電子掲示板による振り返る活動は，「応じて話す」ことの理解を促す場となる効果が認
められた。
・電子掲示板を使った学習は，話し合い学習指導においても，児童間の相互作用を促す
とともに，児童の学習に対する興味，関心を引き，学習意欲を持続させる効果が認め
られた。
本研究で育てる「応じて話す力」は，どんな話し合い場面にも通用する生きてはたらく
話し合う力である。今後は，本授業で身に付けた「応じて話す力」を国語科に限らずいろ
いろな話し合い場面で活用し，継続して扱いながら定着させていくことが大切である。ま
た，「聞くこと」と「話すこと」のスキーマを，児童一人ひとりの能力に応じた指導に役立
てることや，児童が自分のための評価基準を作って評価することに活用する方法も考えら
れる。
今後の課題としては，「聞くこと」と「話すこと」のスキーマを形成するために考案した
ワークシートを，スキーマがより確かに形成されるものに改良することや，「応じて話す力」
を評価するためのチェックシートを児童が適切な評価を行えるものに改良すること等が挙
げられる。
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